
   
 

講座開講についての現状と今後について 
いしかり市民カレッジ運営委員会 委員長 林  一元 

令和２年も半年が過ぎようとしておりますが、皆様お変わりなくお元気でお過ごしでしょうか。令和２年度も引き

続き委員長を務めることになりました。変わらぬご支援よろしく お願いいたします。 

ご存知の通り、新型コロナウイルス感染症予防のため、現在、講座開催の延期又は中止等の対応を取っておりま

す。今後の開催延期および中止などの情報は、ホ－ムページ、あい風通信、ポスター、あい・ ボードなどにより、で

きる限り的確に皆様にお伝えできるよう努めて参りますが、その判断には流動的な側面がありますので、最新の講

座情報につきましてはカレッジ事務局（石狩市公民館 電話 0133-74-2249）へお問い合わせください。 

皆様にはご迷惑をお掛けすることになりますが、今後とも市民の皆様のご期待に沿えるよう、スタッフ 一同努力

して参りますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 末尾になりますが、お身体ご自愛されてお元気で

ご活躍ください。 

 

 
 

 

 本年度の講座開催については現時点で下記の対応をとらせていただいております。今後については、 

7 月中に残された講座の開催及び延期中の講座開催の可否等を判断し、お知らせできるよう準備を進めて

いるところです。一日も早い感染症流行の終息により講座を開催できることを願っております。 

〇 中止する講座(6 月末日現在) 

・主催講座 2「石狩浜の漂着物から地球が見える」 

・主催講座 6「石狩歴史散歩～花畔地区、北生振・高岡地区～」 

・主催講座 7「三船殉難事件～忘れてはならない終戦後の悲劇～」 

・主催講座 8「発展する石狩湾新港の役割Ⅱ」 

・主催講座 9「大人の社会見学Ⅱ～篠津泥炭地開発を学ぶ～」 

・主催講座 10「日本遺産と炭・鉄・港めぐり～」第 2 回 旧住友赤平炭鉱を訪ねて 

・主催講座 11「国立アイヌ民族博物館(ウポポイ)と苫小牧市美術博物館を訪ねて～」 

・まちの先生企画講座 2「イチゴを摘んで手作りジャム作り」 

  ＊バスを使用する講座は 3密を避けることが難しいため中止します。 

〇 開催を延期する講座（開催日未定） 

・主催講座 1「アイヌ語地名と北海道」 

・主催講座 3「縄文遺跡群の世界遺産登録と石狩市の遺跡」 

・主催講座 4「姿勢と歩き方と健康との関連について」 

・主催講座 5「人生 100 歳時代～100 年人生を有意義に生きるために～」 

・主催講座 10「日本遺産と炭・鉄・港めぐり～」第 1 回 日本遺産について 

・まちの先生企画講座 1「お家で簡単！ジェルネイル」 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

（6月 22日現在） 

○登 録 者～115人 

〇連携団体～108団体 
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講座 6「石狩歴史散

歩」 
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 応援します、生涯学習 － ふえる知識と仲間の輪 

                 

４５号 

令和２年７月１日発行 

（学びのスタンプ通算 52号） 
        

 

    ◇市民カレッジは「カレッジ生」の年度会費と受講料で運営しています。 

持続的に事業を推進するためには多くの皆さまの賛助、ご協力を必要 

としております。本年度も引き続きご支援のほどお願いいたします。 

     ◇まだ更新手続きをされていない方は、年度会費 1000円を公民館へ 

持参いただくか、お近くの郵便局で振込みをお願いします。 

（講座開設が遅れており、ご迷惑をおかけしますがご理解ください） 
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ICC４５号     

ふえる知識と仲間の輪 

受講者は延１万９０００人超   

いしかり市民カレッジは「市民ボラン

ティア組織」と「石狩市教育委員会」が協

働して市民の皆さんに新しい学びの場を

提供しています。 

 2009 年 4 月開校以来 2020 年 3 月まで

11 年間で開いた講座は、主催講座 173 講

座（390回）、まちの先生企画講座 40 講

座(126 回)、延受講者数は 19,019 人に達

しました(詳細は 3 頁をご覧ください)。 

これからも学びを通して生きがいを高

め、学びの輪が広がってまちづくりにつ

ながっていくことを目指します。 

     市民カレッジによる企画講座 

     いしかり学、文化・教養、地域 

企業、スキルアップなどバラ 

エティーに富んでおり、ここでしか学べ

ない魅力ある講座ばかりです。多くは道

民カレッジ連携講座になっています。 

        自分の趣味や経験を生

かしたい、技能や技術

を伝えたいという思 

いを持つ市民が先生 

となって企画運営する講座。主催講座と

は違った少人数で楽しさあふれる講座で

す。 

     石狩市内の民間団体、研究団

体、官公署などが主催する講

座で、市民カレッジがふさわ 

しいと考えた講座です。学びのスタンプ 

の対象となります。 

            

 
 

あなたも〔学びの仲間〕に 

 

 

 

 

 

 

 

  

カ レ ッ ジ 入 学 の 手 引 

だれでも(石狩市民に限らず)いつでも入

学でき、学びたい講座を選んで受講できます。 

◇入学申込 

・年度会費 1,000円を納めます 

公民館へ持参または講座受講受付でも可能で

す（電話で申込み後日納入も可）。 

◇「学びの記録」手帳の交付 

・受講の都度記録し、スタンプを押印して所

定のポイントを達成すると、学長(市長)から

「修了証」が授与されます。 

◇受講料 1回 400円(一般 500円) 

◇カレッジ生優先のきまり 

・受講申込者が定員を超えた場合は、カレッ

ジ生を優先し、さらに多い場合は抽選で決定。 

◇講座情報の提供 

・「あい風通信」(年 4回)発行郵送 

・「あい風通信～お知らせ版～」毎月発行 

・ホームページでの情報発信・申込み受付 

・広報「いしかり」イベント情報欄掲載 

・ポスター・チラシでのお知らせ 

 石狩市内公共施設．あい・ボード 

 道庁かでる 2・7、札幌エルプラザ、ちえり

あなど 

  

まちの先生 

企 画 講 座 

連 携 

講 座 

 

◇スタッフ（運営委員）の活動内容 

スタッフは、講座を企画・運営する「企画・

事業Ｇ」と、講座の PR、情報紙の編集、連携

講座に該当するかの判断などを行う「総務・

広報Ｇ」に分かれて活動しています。 

月 1 回の会議では、よりよい講座運営のた

めに、情報収集や発信の方法等について議論

しアイディアを出し合っています。 

◇興味のある方はいつでもＯＫ 

あなたも、市民に提供したい講座づくりや

PR活動を一緒にやってみませんか。いつでも

参加できますのでお気軽にご連絡ください。 

お問合せ☎ 74・2249(石狩市公民館) 

楽しい交流の場も 
 

カレッジ関係者が集い楽しく交流す

る企画もあります。初めて参加した人

も本音の語らいの中から学ぶ仲間とし

ての強い絆も生まれます。 

◇新年交流会 

カレッジ生、講師、教育委員会、協賛

企業、連携団体、スタッフ等関係者が一

堂に会しての交流会です。 

◇夏季交流会 

 真夏の夕方、サスイシリの杜公園内

のかまどを囲んでカレッジ生とスタッ

フとで焼肉パーティを和気藹々、気軽

に参加して楽しみます。 

 

求む！ともに創る仲間 

 ボランティアスタッフ 

 
 

 

 

主 催
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◎いしかり市民カレッジ年度別受講者一覧           (令和２年３月現在) 

 主催講座 まちの先生講座 計 

講座数 回数 受講者数 講座数 回数 受講者数 講座数 回数 受講者数 

平成 21 年度 2009 13 31 1,144  13 31 1,144 

平成 22 年度 2010 16 48 1,775 4 13 280 20 61 2,055 

平成 23 年度 2011 19 48 1,728 3 10 221 22 58 1,949 

平成 24 年度 2012 16 38 1,371 3 ９ 149 19 47 1,520 

平成 25 年度 2013 14 32 1,373 5 15 252 19 47 1,625 

平成 26 年度 2014 16 36 1,803 4 12 251 20 48 2,054 

平成 27 年度 2015 18 37 1,436 4 12 198 22 49 1,634 

平成 28 年度 2016 16 32 1,587 5 15 285 21 47 1,872 

平成 29 年度 2017 16 33 1,449 4 13 242 20 46 1,691 

平成 30 年度 2018 15 29 1,667 4 13 254 19 42 1,921 

令和元年度 2019 14 26 1,213 4 14 341 18 40 1,554 

計 173 390 16,546 40 126 2,473 213 516 19,019 

ただし、平成 30 年度は 10 周年記念講座・特別講演 516 人を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

多くの皆様に受講していただいています！ 
平成 21年に開校して以来の講座数や受講者数を下表に示します。11年間の総受講者数は 19,000人、

単純計算すると人口 5 万 8 千人の石狩市民の約 3 分の 1 が受講したことになります。また、年間の平

均受講者数は 1,729 人であり、これを人口 197 万人の札幌市に当てはめてみると約 5 万 9 千人の市民

が毎年受講している計算になります。大変な数だと思っています。 

主催講座についてみると 1 回当たりの受講者数は約 42 人で、この数も他の市町村の生涯学習講座な

どに比べてもかなり多い数になると思われます。カレッジ生皆さんのお陰であり、今後も益々充実し

た講座をつくるよう心を引き締めております。 

 

 

 

 

 

第 21 回 修了証受証者の声 
３月に予定していた修了証授与式は中止し

ましたが、修了証は交付できました。受証者の

中から３人の方のコメントをご紹介します。 

 

 ◇濱谷 英雄さん （ブロンズ 30講座  石狩市花川北） 

 運転免許証を返納して、退職以来続けていたパークゴルフ場へ通うのが困難になり、興味深い講座に誘われ

て仲間に入れていただきました。40年以上石狩に住んでいるのですが、知らなかったことや理解が十分でなかっ

たことも多く、新しい発見・知識の吸収を楽しんでいます。今は予期しなかった現状の中で、新年度の講座が一

日も早く始まるのを心待ちしている毎日です。 

◇白川 省三さん （ブロンズ 30講座  滝川市扇町） 

「いしかり市民カレッジ」に入学したのは 2016（平成 28）年です。現在は他に「道民カレッジ」「リブラー

ン（滝川）」「砂川市民大学」「歌志内チロル学園」「旭川シニアリーダー倶楽部」等に在籍しております。 

 いしかり市民カレッジでは、「石狩歴史散歩」や各地を巡る「社会見学ツアー」を大変楽しみにしておりま

す。各地の講座が一日も早く再開されることを願っております。 

◇後呂 道徳さん （ゴールド 90講座  石狩市花川南） 

 2014 年 6 月 2 日に、いしかり市民カレッジの学生になり、2019 年 11 月 20 日の 5 年 5 カ月余りで、通学 90

回を達成することができました。 

 私は、滝川市出身の 4代目。ルーツは、徳島県・三重県・石川県・富山県・山形県の 5 県。例えば、北前船の

講座は、徳島、石川、富山などと関連づけて学びました。石狩歴史散歩、北の人物伝、北海道 150年、北海道の

活火山、胆振地震、石狩市の防災、石狩湾新港などは、「北海道と石狩市の歴史と課題」について教養を深める

ことができました。この 12月に「まち・ひとづくり研究機構」を設立しましたので、当市民カレッジで学んだ

ことを伝えていきます。 
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石狩市郷土研究会事務局長 石黒 隆一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

           

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

■ お問合せ  石狩市公民館 
石狩市花川北 6 条 1 丁目 42  TEL＆FAX：0133-74-2249 
ホームページ いしかり市民カレッジ  検索☜ 

 

ISHIKARI ひ ろ CITIZEN’S 
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COLLEGE 

～これ何？   「ノジュール」 
 石狩市は南北 67 ㎞と長く石狩川の河口から銭函まで続く砂丘地形、聚富か

ら厚田にかけてみられる海食崖の地形、厚田から浜益・雄冬にかけては火山岩

地形と多様な自然景観の宝庫です。 

 厚田区望来の浜から海岸を眺めると反り立った浸食がすすむ崖の地形が目に

飛び込んできます。この景色は嶺泊・古潭・厚田まで続きます。 

干潮の時間帯に狭い海岸線を歩くことができ、少し足を延ばすと思わぬ光景

に出くわします。 

望来層という泥岩と頁岩からなる崩れやすい約 800 万年前の地層が露出し

所々に大きな目玉のような石の丸い塊が

見えます。それがノジュール（直径 10㎝

～3ｍほどの球状の硬い団塊）で、その中

からは二枚貝のほかいろんな化石が産出

します。（※詳しくは石狩ファイル望来

層の化石を参照） 

足元では波に削られた面白い形状の泥

岩、砂利に交じってメノウ、石英なども

採取できます。危険個所もあるので専門

家によるガイドツアーがおすすめです。 

    （森 幸二） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 発 行 
いしかり市民カレッジ運営委員会 
編集担当：鈴木、石井、太齋、徳田、西、光川 

 

 

 編 集 後 記 
 

◇受講者提案講座も決定し、

万全の準備をしていざ出陣と

いうところで中止や延期のお

知らせをしなければならず心

苦しい限りです。 

◇「チョコっといしかり学」石

黒隆一さんによる「北前船」に

関わる連載は今回で最終回で

す。石黒さんありがとうござ

いました。 

◇「石狩の風物」(石井さん)に

代わって新シリーズ「石狩の

不思議」(スタッフの森さん)が

スタートしました。どんな不思

議かお楽しみに！ 

◇スタッフ一同の願いはただ

一つ。読者の皆さんと元気に

講座でお逢いすることです。 

        （S・S） 

   

           道の駅石狩「あいろーど厚田」のジオラマは、２作目の作品になります。最初に制作 

したのは、はまます郷土資料館に展示している白鳥番屋と鰊漁場で働く人々です。八田美津さんの人形を主人 

公に働く人々の姿を表現した作品は大変好評でした。厚田の道の駅新設にあたって、同様に地域の歴史を伝え 

るジオラマ制作を依頼されました。構想として、大漁業家の佐藤松太郎が経営していた北前船が厚田を表現す 

る決め手と考えました。そこからが難題でした。実際の建物と設計図が残っている白鳥番屋と違い、寿命が短 

い北前船は実船がどこにも残されていなかったからです。実物大に復元された佐渡の「白山丸」の調査から始 

めました。佐渡に行き、復元を担当された佐渡市立 

博物館館長の高藤一郎平さんから、かつて船大工が 

使った板の設計図と造船の技術情報を提供していた 

だきました。 

制作準備として板図と実測値からパソコンで図面 

を作り、制作にあたっては、杉、欅、檜、黒松、樫 

など実船と同じ木材を使い分けました。500種に及 

ぶ船の部材にほとんど直線はありません。当時の技 

法どおりに熱を加えて曲げていきました。操船可能 

なまで細部を作り込み 1年がかりで完成させた厚田 

・佐藤松太郎の持船「長栄丸」を、道の駅でじっく 

りとご覧いただきたいと思います。 

 

 

 

厚田道の駅の「北前船」制作裏話と見どころ チョコっと 

いしかり学 

《13》  

 

 
 

 


